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※掲載されている情報は1月4日時点のものです。新型コロナウイルス感染拡大により延期または中止になる場合がございますので、詳細は学会HPなどをご確認ください。

■ お問い合わせ：株式会社ハレ　E-mail：jsish14th@hare-sec.com

【テーマ】教材設計から実装と普及へ　【会　期】 3月17日（木）～18日（金）

【代表者】 松本 尚浩（医療法人笑顔会NexWel恵那地域笑顔共創クリニック）

【会　場】岐阜聖徳学園大学 羽島キャンパス  岐阜県岐阜市

 第14回日本医療教授システム学会総会・学術集会（WEB併用）

■ お問い合わせ：株式会社コングレ　E-mail：jsrm2022@congre.co.jp

【テーマ】翔べ再生医療 ―幹細胞生物学と組織工学の共創―

【会　期】 3月17日（木）～19日（土）

【代表者】 清水 達也（東京女子医科大学）

第21回日本再生医療学会総会（WEB開催）

ますますのご発展を祈念いたします

　
高
知
市
の
医
療
法
人
新
松
田

会
愛
宕
病
院
は
、
２
０
２
６
年

度
ま
で
の
完
成
を
目
指
し
て
同

院
の
北
側
エ
リ
ア
の
改
築
工
事

を
進
め
て
い
る
。
改
築
に
至
っ

た
理
由
と
、
改
築
を
通
じ
て
目

指
す
病
院
像
に
つ
い
て
、
内
海

順
子
理
事
長
に
尋
ね
た
。

◎
巨
大
地
震
へ
備
え
改
築

よ
り
安
全
で
快
適
に

　

高
知
市
の
中
心
部
に
位
置
す

る
愛
宕
病
院
は
、
１
９
６
７
年

に
救
急
病
院
と
し
て
開
院
し
た
。

現
在
は
全
４
２
４
床
を
有
す
る

総
合
病
院
と
し
て
、
24
時
間
の

救
急
医
療
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
幅
広
く
地
域
に
提

供
し
て
い
る
。

　

同
院
の
建
物
は
、
市
道
を
挟

ん
で
南
館
（
外
来
・
一
般
病
棟
・

手
術
室
・
管
理
部
門
な
ど
）
と

北
館
（
第
３
病
棟
・
第
５
病
棟
）

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
北
館
の

第
３
病
棟
（
医
療
療
養
病
床
79

床
、
精
神
科
病
床
70
床
）
は

１
９
７
０
年
に
、第
５
病
棟
（
介

護
医
療
院
１
３
８
床
）
は
74
年

に
そ
れ
ぞ
れ
建
設
さ
れ
た
。

　

両
病
棟
と
も
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
と
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
へ
の
備
え
を
万
全
に

す
る
た
め
、
免
震
構
造
の
新
北

館
（
仮
称
）
を
２
０
２
６
年
度

ま
で
に
建
設
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
新
北
館
は
地
上
10
階
建
て
、

延
べ
床
面
積
１
万
１
５
９
４
平

方
㍍
。
内
海
理
事
長
は
「
よ
り

安
全
で
快
適
な
療
養
環
境
を
実

現
し
ま
す
」
と
語
る
。

　

工
期
は
大
き
く
二
つ
に
分
か

れ
て
お
り
、
第
１
期
工
事
で
現

在
の
第
５
病
棟
を
移
設
、
第
２

期
工
事
で
現
在
の
第
３
病
棟
を

移
設
し
、
そ
の
後
、
外
構
工
事

を
実
施
す
る
。

◎
南
北
の
建
物
を
結
ぶ

「
上
空
通
路
」
を
設
置

　

同
院
の
所
在
地
は
、
12
年
に

高
知
県
が
ま
と
め
た
「
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る
震
度
分

布
・
津
波
浸
水
予
測
」
で
は
、

１
階
の
天
井
部
分
ま
で
の
浸
水

が
想
定
さ
れ
て
い
る
地
域
で
、

長
期
間
１
階
部
分
が
水
没
状
態

と
な
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、

入
院
患
者
や
介
護
医
療
院
の
利

用
者
へ
継
続
し
て
適
切
な
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
に
は
、
市
道
の
南
北
両
側
に

配
置
し
た
病
棟
が
、
相
互
に
有

機
的
に
機
能
す
る
こ
と
が
必
要

不
可
欠
と
な
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
市
道
に
「
上

空
通
路
」
を
設
置
し
て
南
館
と

新
北
館
を
３
階
部
分
で
連
結
さ

せ
る
。
現
在
は
、
南
館
の
入
院

患
者
が
北
館
１
階
の
リ
ハ
ビ
リ

部
門
へ
移
動
す
る
際
は
市
道
を

横
断
し
て
い
る
が
、
改
築
後
は

３
階
の
連
結
部
と
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
利
用
す
る
移
動
と
な
る

な
ど
、
平
時
に
お
い
て
も
患
者

や
ス
タ
ッ
フ
の
動
線
が
格
段
に

改
良
さ
れ
る
。

　

免
震
構
造
と
し
た
の
は
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
大
規

模
災
害
の
被
災
時
に
入
院
・
外

来
患
者
へ
の
継
続
的
、
安
定
的

な
治
療
を
提
供
す
る
だ
け
で
な

く
、
地
域
住
民
の
避
難
施
設
と

し
て
も
機
能
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
だ
。
受
水
槽
や
自
家
発

電
機
、
医
療
ガ
ス
機
械
室
は
上

階
に
設
け
る
。　

　
「
安
全
に
機
能
す
る
、
信
頼
性

の
高
い
医
療
施
設
を
目
指
し
て

い
ま
す
」

◎
イ
メ
ー
ジ
は
堅
実
、
信
頼
感

地
域
の
期
待
に
応
え
た
い　

　

市
中
心
部
の
交
通
量
の
多
い

大
通
り
と
交
差
点
に
面
し
て
い

る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
外
観
は

明
る
い
色
調
に
す
る
。「
末
永
く

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
よ
う
な
役
割

を
果
た
し
て
い
け
れ
ば
と
の
思

い
を
込
め
ま
し
た
」
と
内
海
理

事
長
。建
物
の
全
体
像
の
イ
メ
ー

ジ
は
、
堅
実
で
清
潔
感
が
あ
り
、

高
度
な
医
療
行
為
に
対
し
て
信

頼
感
が
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ

と
と
い
う
。

　

新
北
館
の
１
階
は
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
や
精
神
科
外

来
診
療
部
を
配
置
す
る
予
定
。

待
合
ホ
ー
ル
を
分
離
す
る
こ
と

で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
と

ス
タ
ッ
フ
の
業
務
の
効
率
化
に

配
慮
す
る
。
２
～
９
階
は
七
つ

の
病
棟
と
管
理
部
門
の
一
部
を

配
置
。
中
央
部
に
縦
動
線
で
あ

る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
階
段
、ナ
ー

ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
配
置
し
て
、

ス
タ
ッ
フ
の
動
線
の
短
縮
化
と

効
率
化
を
図
る
。
ま
た
、
食
堂

談
話
ホ
ー
ル
を
隣
接
さ
せ
る
こ

と
で
、
心
身
共
に
安
ら
ぎ
の
感

じ
ら
れ
る
療
養
環
境
に
す
る
。

　

開
院
か
ら
半
世
紀
以
上
が
経

過
し
た
同
院
。
内
海
理
事
長
は

「
改
築
工
事
を
通
じ
て
急
性
期
医

療
機
能
と
地
域
住
民
と
の
結
び

つ
き
を
強
化
し
た
い
。
病
状
に

応
じ
た
多
様
な
療
養
環
境
の
提

供
を
実
現
し
、地
域
住
民
の
方
々

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
期
待
に
応
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
力
を
込
め
る
。

①①

②② ③③

医療法人新松田会 愛宕病院
高知市愛宕町1-1-13　☎088-823-3301（代表）

http://atago-hp.or.jp/

南海トラフ地震へ備え
地域のランドマークに

①新北館（仮称）の完成予想図。外観は明るい色調が特徴　②新北館の建設予定地（左）　
③「改築を通じて地域住民との結びつきを強めたい」と語る内海順子理事長　
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